
　年　月　日　（様式１）


公益財団法人富山県新世紀産業機構
理 事 長　伍嶋　二美男　殿

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
企業名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　


令和５年度 ヘルスケア産業育成創出事業費補助金（ヘルスケア製品開発特別枠）研究開発提案書の提出について

ヘルスケア産業育成創出事業費補助金（ヘルスケア製品開発特別枠）に係る補助事業を実施したいので、下記のとおり書類を添えて提出します。

記

１．研究開発実施計画書

２．決算報告書　（直近２年間の貸借対照表、損益計算書、個別注記表
※ 決算書がない場合は、最近２年間の事業内容の概要を記載した書類）

３．会社概要

４．誓約書（別紙のとおり）
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令和５年度 ヘルスケア産業創出育成事業費補助金※青字部分は例示です。記入時には削除してください。
（別紙２）

（ヘルスケア製品開発特別枠）研究開発実施計画書

	グループ代表機関
	グループ代表者

	住 所　〒930-0000　富山市富山町100番地
企業名　新世紀産業株式会社
代表者	役職代表取締役 氏名 (フリガナ)　富山 (トヤマ) 太郎 (タロウ)
TEL：076-444-1234　FAX：076-444-5678
	所属・役職　開発部 部長
氏 名 (フリガナ)	神通 (ジンズウ) 一郎 (イチロウ)
TEL：076-444-1234　FAX：076-444-5678
E-Mail：　jinzu@shinseiki.co.jp



１．研究開発の分野・名称
名称：　女性の健康生活をサポートする○○製品の開発　　　　　　　　　　　　　　
	本研究の内容について、簡単に（専門外でも理解できるようにわかりやすく）３行程度で記述してください。



２．グループの構成
	※
	氏　名
	所属名・役職名・TEL

	○
	a 神通 一郎
	　新世紀産業株式会社　開発部　部長　076-444-1234
　toyama@shinseiki.co.jp

	
	b 磯部 花子
	　新世紀産業株式会社　開発部　主任　同上

	
	c 剣 裕一郎
	　立山大学　理工学部　教授　076-555-9876


↑※ 当機構との連絡窓口となる方に○を付けてください。
また、その方のE-Mailを記載してください。
３．研究開発の実施項目・実施予定単年度事業の場合は、２年目のスケジュール記載は不要です。

	実 施 項 目
	具体的内容と参加機関・個人の役割分担

	① ○○の設計・試作
② ○○の製作
③ △△の評価・試験
④ ××の分析
⑤ 報告書の作成
	○○の設計し・・・行う。新世紀㈱a,b、立山大学c
○○の組み立て・製作を・・行う。新世紀㈱b
△△の試験し・・評価する。新世紀㈱b、立山大学c
××を▼▼装置で分析する。立山大学c
報告書を作成する。新世紀㈱a,b、立山大学c

	実施予定（月）
実施項目（上記連動）
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12
	１
	２
	３

	＜令和５年度＞
① ○○の設計・試作
③ △△の評価・試験
⑤ 報告書の作成
＜令和６年度＞
② ○○の製作
③ △△の評価・試験
④ ××の分析
⑤ 報告書の作成
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




４．研究開発の概要（実施内容等全体が分かるように、まとめてください）
（１）本研究開発が想定する現場の現状、ニーズ並びに開発の効果
・想定している現場の現状とニーズ、並びに本研究開発による効果等を記述してください。
　　　　例：病院の○○現場では、○○に苦慮しており、○○できる技術・製品が求められている。そこで、～技術により問題の解決を図る。


（２）新規性・独創性（開発する技術・製品と従来技術・製品の違う所は何か？）
例：従来の○○（製品）は○○という問題点があった。そこで○○することにより、従来にはない新規性・独創性の高い製品を開発する。


（３）他機関との連携
例：・産業技術研究開発センター生活工学研究所研究開発棟の○○設備を活用し、計測データを踏まえて他社製品との差別化を図る。
・○○病院の産婦人科施設を活用し、実用性能を実際の現場で検証する。
・○○大学にて、○○技術による研究開発支援並びに開発品の検証実験を行う。


（４）本研究開発における実施事項（達成目標の実現手段として、具体的に記入ください）
・研究開発の実施事項については、前述「３．研究開発の実施項目・実施予定」の各項目（①～⑤の例）と整合性を取ってください。また２ヵ年度にわたり実施する場合は、令和４年度（１年目）と令和５年度（２年目）にそれぞれ何をするか、わかるように記述してください。
・前述した課題について、どのような手段で解決しようとするのか？具体的に記述してください。
・そして、研究の実施事項について箇条書きで記述し、実施年度ごとにその具体的な内容を記述してください。
[bookmark: _Hlk125379770]例：△△法による○○の改良
○○については△△法を適用することで、従来の10倍の0.001mm以下の精度を達成する。



（５）説明図表
・前項までに説明した内容を、図や表を用いて解りやすく説明してください。



（６）商品化・事業化への見通しと計画（具体的に）
　例：当社では○○技術を有しており、○○に関する開発実績等から商品化に係る十分な技術力を有する。また、○○することにより生産体制を整え、独自の販売網を構築することにより、開発期間終了後、速やかに事業化を図る。

事業終了後の計画（記載例）
	実施項目
	１年目
	２年目
	３年目

	・ 試作品評価
・ 実証試験
・ 量産化準備
・ マーケティング・販売計画立案
・ 販売開始
	
	
	
	
	
	


・事業終了後、その成果をもとに商品化・事業化までの具体的な計画（スケジュール、販売対象、方法、関係企業や関係機関等との協力体制など）について、現場ニーズにあった即応性の高い研究開発の観点から記述してください。



５．専門用語等の解説
・○○技術とは・・・・・



６．関連した補助金等の申請・受け入れ実績
・「△△法の開発」令和○年度、富山県◇◇補助金



７．収支予算書
　　別添のとおり　※別途Excelシートで作成してください。
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誓 約 書（別紙）


	☐１．当社は次の（１）～（５）のすべてに該当せず、今後においても反社会的勢力との関係を持つ意思がないことを確約します。
（１）役員等が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号（以下「暴力団対策法」という））第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という）であると認められる者。
（２）暴力団（暴力団対策法第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ）または暴力団員が経営に実質的に関与していると認められる者。
（３）役員等が自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしたと認められる場合。
（４）役員等が暴力団または暴力団員に対して資金等を供給し、または便宜を供与するなど、直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められる者。
（５）役員等が暴力団または暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していると認められる者。

☐２．当社は、現在、本事業に関連しての訴訟による係争はなく事業運営に支障のないことを確約します。

☐３．当社は、現在、本事業に関連した法令違反による処罰を受けておらず、事業運営に支障のないことを確約します。

☐４．当社は、本事業による対象経費について、国や県等から他の補助金を受けておらず、また受ける予定のないことを確約します。

☐５．当社は、本事業に関する審査に必要な書類等を整備保管し、国や県等による実地検査の受け入れに協力します。


※ 該当項目の□にチェックを入れてください。要件に欠落があった場合には、本事業の対象とできません。採択後であっても欠落が判明した場合には、採択を取り消すことになりますので、間違いのないようにご記入ください。

